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小学校理科・図画工作における「動くおもちゃものづくり授業jの実践
松永泰弘* 松永倫木場

Manufacturing Moving Toys as Teaching Practice 

for Science， and Arts and Handicraft Classes at Elementary School 
Y邸 uhiroMatsunaga Osamu Ma臼unaga

要旨

科学的な動作原理をもっ動く模型を題材とするものづくり教室や授業を通して、子どもたちにどのような変容

が見られるかを明らかにするために、小学校理科と図面工作の授業の半分を占める工作の分野に重点をおいた

「動くおもちゃものづくり授業j を実践し、子どもたちのあらわれについて定量的評価、定性的評価により評

価・分析を行った。各回の授業においては、製作する模型の動く様子を導入で提示し「なぜ動くのかj を問いか

け、その理由を予想した。その後の製作・遊び・まとめの段階を通して、この間いについて試行錯誤しながら考

えていく授業展開とした。評価・分析の結果、その教材がもっ特徴を生かした授業や発問を行うことで、子ども

たちの授業に対する肯定的な評価が多くなることが明らかとなった。また、保護者や担任教諭の評価から、子ど

もたちの変容について考察した。

キーワード:ものづくり授業、動くおもちゃ、小学校理科、小学校図画工作

1 .緒言

小学校学習指導要領解説理科編 1)では、学習内容と

して「振り子の運動J rてこの規則性Jがあり、 「お

もりを使い、おもりの重さや糸の長さなどを変えて振

り子の動く様子を調べ、振り子の運動の規則性につい

ての考えをもつことができるようにするJ rてこを使.

い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕組み

や働きを調べ、てこの規則性についての考えをもつこ

とができるようにするJとある。また、小学校学習指

導要領解説図画工作編 2)において、 「木切れ、板材、

釘、水彩絵の具、小刀、使いやすいのこぎり、金づち

などを用いることとし、児童がこれらを適切に扱うこ

とができるようにするJ r針金、糸のこぎりなどを用

いることとし、児童が表現方法に応じてこれらを活用

できるようにするj とあり、具体的に使用する工具が

示されている。

また、第 3期、 4期科学技術基本計画 3).4)の中で、

ものづくりを担う子どもたちを継続的、体系的に育成

していくために、幼い頃からものづくりのおもしろさ

に馴染み、創造的な教育を行い、子ども自らが知的好

奇心や探究心を持って科学技術に親しみ、目的意識を

持ちながらものづくり、観察、実験、体験学習を行う

ことで、ものづくりの能力、科学的に調べる能力、科

学的なものの見方や考え方、科学技術の基本原理を体

得できるようにすることが強調されている。

近年、アメリカ合衆国において、 STEM(STEAM)教育

*静岡大学教育学部技術教育講座

料静岡市立賎機南小学校教諭

が、 Science， Technology， Engineering， (Arts，) 

and Mathematics教育という科学と数学を基礎に展開

する科学技術人材育成の戦略として注目されている

の.6)。児童・生徒の科学技術への理解増進、市民にお

ける科学技術リテラシ}の普及・向上を目指したもの

であり、 STEM(STEAM)を lつの領域として関連付けな

がら教育を行っていくことが重視されている。

本研究では、小学校理科と図画工作を融合した授業

として、 「動くおもちゃものづくり授業j を実践し、

定量的評価、定性的評価を通して子どもたちの変容を

明らかにする。科学技術ものづくり教材として動くお

もちゃを使用し、理科・図画工作の内容が融合した授

業を行う。また、子どもたちのアンケート自由記述や

保護者、担任教諭からの評価などを関連付けながらタ

ベストリー分析法を用い、子どもたちの変容について

考察する。

本研究で取り扱うものづくり教材として、これまで

の授業実践で、扱った動くおもちゃ、紐を移動する模型、

紐を登る模型、受動歩行模型の 3つを取り上げる。お

もちゃものづくり教材の選択と授業の展開は、波多

野・稲垣(1973)7)の「知的好奇心J、Showers/Waves

-of-Emotion Theory (SET刈ET)8).9)に基づくものづく

り教材・授業構想、を用いる。 SET/WETは、 Hidi& 

Renninger (2006) 10)の「興味発達の 4段階モデ、ルJ

を Ryan& Deci (2002) 11)の「外発的動機づけから内

発的動機づ、けに変容する諸段階Jに適用した理論であ

り、感情の表出と興味発達の段階が繰り返し出現する、

教材と授業によって内発的動機づ、けを深化させる理論

である。

117 



松永泰弘・松永 倫

2.小学校における授業実践

「動くおもちやのものづくり授業」を通して、理科

の発展的内容を学習する。製作するだけでなく、おも

ちゃの3jJ作原理を考え、おもちやに隠された設計者の

工夫を学ボ。子どもたちは、自らの手で製作したおも

ちゃで友達と遊び、製作したおもちやを家庭に持ち帰

り、動作原理や学校で経験したことを家族に話すこと

で、学習内容の再構築や自己肯定感を高めることに繋

げる。

2-1 授業実践の概要

公立小学校の第 6学年の図画工作の時間に、工作の

分野に重点をおいたものづくり授業を実践した。以下

にその概要を示す。

【実践概要】

実践校 :静岡市立駒形小学校

対象 :第 6学年 1組 (23名 )、 2組 (24名 )

日時 :平成 25年 9月 第 1週 ～第 4週

毎週木・金曜日

授業時数 :各 クラス 45分×6回

(2時間授業の週が 2週、1時間授業の週が 2週の

計 6時間、4週間で実施)

授業者 :本研究室所属の教育学部 4年生

授業者と補助員を含め毎授業 2～4人で授業運営

を行 う

2-2 『動くおもちやものづくり教材Jと授業構成

動くおもちやものづくり教材の選択と授業の展開は、

SET/WETに 基づき感情の表出と興味発達の段階が繰り

返し出現することを予測して開発した 3つの教材を取

り上げ、追究点を設けて実践を行 う (表 1)。 「不思

議」の追究点としては動く模型の動作原理とし、子ど

もたちが 「驚き」「おもしろさ」「不思議さ」「楽し

さ」「よろこび」「興味」「新鮮さ」「気づき」 「自

由」「達成感Jな どの感情を伴つて取り組むと考えら

れる題材を選び、道具を使用して製作する木製の教材

を基本とした。3つの模型は、人の助け (交互にひも

を引く、適度な坂を用意し静かに置いて揺らす)を借

りながら、目的の行為 (ひもをのぼる、坂道を歩行す

る)をつくりあげ、人の感情を引き出す動くおもちや

1",1の でぁる。子どもたちは、ただ、ひもをのぼる、

揺れながら歩行するという事柄 (外的世界)を他の事

柄 (さ る、本材、動く、揺れる、歩く、のばる)の中

に置き、その事柄に多くの意味を見出す。見出したそ

の意味が、子どもたちにとつてある重要性をもつて価

値が付けカロわり (意味世界)、 そしてそこに子どもた

ちの想像・意味・感情の 3つが絡み合つた確かな力動

が生まれることになる・ )。 学習する内容は高度な内

容であり、授業内で子どもたちが正しい認識に至ると

は限らないが、3ildung ttproach Theoryl° '“
)で提起

されている、子どもが自らの感覚や思考を通して外界

を理解し深化させていくことの重要性に照らせば、小

学生の学習段階での理解を促し、成長とともにそれま

での認識が否定され、新たな認識にrll達することにな

る。また、教材には、遊びによる発達の促進の考えか

ら、動くおもちやをもめづくり教材として取り上げた。

動作原理の探究は、子どもと教師、親が協働 して行う

探究活動となり、心を動かされる体験が次の活動を生

み出す原動力になることをねらいとする。

動くおもちや教材と教材の特徴、授業の導入で使用

した動画、授業の流れを表 1、 図 1～3に示す。

1回 目の教材には、紙製のひもを登る模型 (教材

名 :ひ もをのばるくん、図 1(a))を用いた。ものづく

り授業最初の教材となるため、カロエがしやすいダン

表 1 ものづくり授業に用いた 3つの教材

教材名 動作原理・導入 道具

①紐を登る紙製

模型 :ひ もをの

ぼるくん

動作原理 :摩擦の

力と支持棒の回転

を利用 しひ もを登

る

導 入 :Panasonic

エボルタのグラン

ドキャニオン動画

はさみ

カッター

②紐を登る木製

模型 :ひ ょこざ

るくん

のこぎり

きり

紙やすり

③坂道を歩く木

製模型 :ト コト

コくん

動作原理 :位置エ

ネルギーを利用し

坂道を歩く

導入 :HONDAア シ

モの歩行動画

のこぎり

小刀

紙やす り

(a)ひもを登る (b)ひもを登る (o)坂道を歩く

模型 (紙)  模型 (本材) 模型 (本材)

図 1 ものづくり授業に用いた 3つの教材
1〕

'1°

(a)Panasonicエ ボルタ (b)‖ONDAアシモの

の動画 19        歩行動画 ")
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ボールを用いた模型を取り上げる。左右のひもを交互

に引くことで、ひもを登る。背面にス トローを人の字

型につけひもを通すことが、この模型の動作の要とな

る。背面にストローをつける段階での展開の違いを 2

クラスの授業内でつくり、子どもたちの意識変化の違

いについて考察する。2回 目の教材として、本製のひ

もを登る模型 (教材名 :ひ よこざるくん、図 1(b))を

製作する。前回の授業と同じ動作原理をもつ模型を用

いることで既習事項を生かした気づきが生まれ、深い

理解を得られるのか考察した。また、本材加工を通し

て、きりやのこぎりといつた工具の使用を経験する授

業とした。3回 日の教材として、木製の坂道を歩く模

型 (教材名 :ト コトコくん、図 1(c))を用いた。前日

表 2 ものづくり授業における導入・製作 `遊び・

発表 。まとめ・家庭の各場面での内容

【導入】
,驚きや不思議 さを伴 う動画 (EVOLTAグ ラン ド

キャニオン登頂
Ю)、 Honda ASII10"))お よび実

験の提示により、製作への意欲、教材に対する

興味関心を誘起する

,動画 。実験を見ての気づきがあり、それを自由

に発言することにより授業に積極的に参加する

・驚きや不思議さから動く原理を探究する

【製作】
。新 しい道具との出会い、それを使つて工作でき

たことの達成感

・製作することでわかる設計者の工夫

・動く教材の製作は生命のないものに命を吹き込

む作業、適度な困難さ、巧緻性・精度が要求さ

れる、動いたことによる達成感

【遊び】 【発表 。まとめ】

・他の人とおもちやを使つた競争、模型の改良

・遊びの中で動 く原理の探究、新 しい課題の発見

【家庭】

兄弟との遊び、家庭での会話、家族の驚きや学

び、誇りを持って説明する子どもの姿

の授業までとは異なる動作原理をもつ模型を用いるこ

とで教材のもつおもしろさを感じ、「なぜ動くのか」

という問いに対して、試行錯誤しながら製作工程を通

して探究していくおもしろさを改めて実感できるよう

な授業展開とした。

図 3に示す授業の流れにおける各場面での内容と家

庭での活動を表 2に示す。すべての段階で、動作原理

の探究に意識をおいた授業展開とした。

3.r動 くおもちやものづくり授業」の評価

全 6時間のものづくり授業を通して、授業中の様子

やアンケー トから子どもたちの変容について考察する。

3-1 授業アンケー トの分析

ひもを登る紙の模型と本の模型、坂道を歩く模型の

3つの教材について、授業やアンケー トの評価・分析

を行い、以下に述べる通り、それぞれの結果について

まとめた。

3-1-1 ひもを登る模型 (紙 )

ひもを登る模型の授業では、1組 と 2組で授業展開

に違いをつくつた。1組は、ス トローの位置を予想し

たあとハの字で貼り付けるように指定をした。2組は、

子どもたちの予想したストローの貼り付け方で完成ま

で製作を進めた。この授業展開の違いにより、子ども

たちの意識変化に対して考察を行つた。ひもをのぼる

模型 (紙)の授業の意識変化分析法の結果を図 4に示す。

本研究では、子どもたちの授業中の感情の変化を明ら

かにするために、楽しい度・やりたい度・なぜ登るか

(歩 くか)わかつた度 。まんぞく度の 4つの指標を設定

し、各製作工程において子どもたちの自己評価により、

評価・分析を行つた。なお、各指標は四段階評価で回

答する。

意識変化分析法の「楽しい度」に注目すると、図

4(a)に 示されるように、1組 と 2組で意識変化に違い

が生じていることがわかる。「ス トローの位置を考え

たとき」、「ストローをはりつけたとき」、「ひもを

結んだとき」の 3工程において、1組は楽しい度が落

ち込んでいるのに対して、2組は高い数値のまま落ち

込むことなく推移している。「やりたい度」、「まん

ぞく度」についても、この 3工程において 1組は数値

が落ち込んでいることがわかる。ストローの付け方に

試行錯誤するところで大きな差が生じたことから、

「どのように接着すれば登るのか ?」 を自分で追究す

ることに、子どもたちは楽しさを感じていることがわ

かる。また 2組の授業では、自ら考えたストローの貼

り付け方でひもを登るのか、休み時間中に友達と協力

しながら進んで実験を行つている様子がみられた。こ

れは、授業者が「1組より2組の方が積極的な活動が

みられた」と評価した裏付けとなつた。さらに、完成

後ひもを登らない模型ができた子どももいたが、友達

図 3 授業の流れ
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図 4 ひもをのぼる模型 (紙)の

意識変化分析法 (R裁3.篭曖3)

と交流 しながら登るようになるまで試行錯誤 している

様子がみられた。また、予想外の貼り付け方でひもを

のぼる模型を完成させた子どもや、逆ハの字にス ト

ローを接着 したため本来の動きと上下がひつくりか

えつた動きをする模型を発見 。完成させた子どもがい

た (図 6)。 このように子どもたちの自由な発想から授

業者が思いもつかない新しいものを、子どもたち自身

が生み出したものづくり授業は、新しいアイデイアや

技術、考え方を取り入れて新たな価値をelj造していく

イノベーションを経験する授業実践であるといえる。

子どもたちが試行錯誤をする工程を設けることで我々

が想定していなかつたような新しいものをell造する姿

がみられ、「楽しい」と感じることに至ったといえる。

教材のもつおもしろさを生かした授業内容にすること

で、子どもたちは楽しみながら積極的な活動を行い意

欲的に取り組むことが明らかとなつた。この授業の感

懇では、図 6の児童の記述に見られるように、試行錯

誤の結果登る賄り付け方を発見したときに驚きや楽し

さを感じている様子が得られた。

(a)子 どもが発見した  (D本 来の動きと上下が

ストローの取り付け方    逆になつた模型

図 5 子どもたちの新しい発見の一例

.́‐ → t・のだ ま`し

lぼ蹴:]誰:tl曇獅 轟
l福ぷ獅 1「:喜進えたヽ″

図6 ひもを登る模型Cい の授業の感想

3-1-2 ひもを豊る模型 (本材)

この授業では、前回製作したひもをのぼる模型 (紙 )

での学習内容とのつながりを意識した。材料は異なる

が動作原理は同じである模型を用いることによる動作

原理の追究への影響について考察する。製作ではのこ

ぎりときりを使用し本材加工を行う工程が含まれる。

意識変イヒ分析法の結果を図 7に示す。動作原理をど

の程度わかつたかを自己評価する「わかつた度」につ

いて前回の授業の結果 (図 4)と 比較する。工程 1

「登つている様子をみたとき」IIt点での「わかった度」

の各クラスの平均値は、1組は前園約 1.30か ら本時

2.18、 2組は前国 1.78か ら本時 2.16へと点数が増加

していることがわかる。また動作原理の予想をした自

由記述でも、模型の腕部の穴に注目して前回の学習内

容と関連付けて、「ハの字の向きに穴があいているか

ら登れる」と正しい動作隠理を記述している子どもが

2ク ラス合計で 19名 となつた。また、ハの字である

ことに気がつかなくても自分なりに動作原理を考え、

前回より積極的に活動を行つている様子が感想 (図 6)

から明らかとなった。

材料が異なり同じ動作原理をもつ模型を用いて、前

回の学習内容と関連付けた授業を行うことで、子ども

たちの動作原理の追究に関する気づきや発見に変化が
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みられることがわかる。既習事項と関連付けたり、関

連 していることに気がついたりすることで、子どもた

ちは活動におもしろさを感 じ積極的な取り組みをはじ

める。科学的な動作原理をもつ模型を用いるものづく

り授業において、学習内容のつながりを意識すること

には大きな意味があるといえる。

3-1-3 坂道を歩く模型 (木材)

この授業では、模型の動きや動作原理が前時までの

2つの教材とは全く異なる模型を用いた。新 しい動き

の模型になったため、子どもたちの興味をひき、製作

意欲を高めた。製作では小刀を使つた工程が含まれる。

全授業終了時に実施した最終アンケー トの中で「3

つの模型の中で一番おもしろかつたものはどれです

か ?Jと いう質問に対する回答として、坂道を歩く模

型 (本材)が一番おもしろかつたと評価した子どもが

30名おり、最も多くの回答を得た (図 9)。 授業中
｀
の

子どもたちの様子は、歩行することに強い関心を示し、

自分が製作した模型が歩行したことに喜びや達成感を

感 じている様子が見られた。また、模型によつて歩行

の速さが違つたり胴体についている洗濯バサミの付け

方を変えたりすることで歩行に違いが生まれることを

発見し、歩行の速さを変化させるための試行錯誤など

をしている様子がみられた (図 10)。

■ひもをのぼるくん

■ひょこざるくん

ロトコトコくん

図 9 「3つの模型の中で一番おもしろかつた

ものはどれですか ?」 に対する回答結果 (n=45)

図 7 ひもをのぼる模型 (木材)の

意識変化分析法 (■=23,nf24)
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図 10 坂道を歩く模型 (木材)の授業の感想―例

(a)第 1回 目の動作原理の記述 (b)第 2回 目の動作原理の記述
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図 8 第 1回 日と第 2回目の動作原理の予想の自由記述内容の比較

4

3.

21

1‐

0 一

３

ａ
＞

一
　

２

一　

１ 4   5
楽 しい度

34567
(b)や りたい度

23456
(d)まんぞく度

1:登 つている様子を見たとき

2:の こぎりで切つたとき

3:き りを使つたとき

4【 接着剤でくっつけたとき

5:ひもを通して結んだとき

6:動かしたとき

7:最後の説明を聞いたとき

ｌ

Ｊ



.松永泰弘・松永倫

図9に示した選択式設問と合わせて一番おもしろい

と思う理由を回答する設問を用意した。これまでに製

作してきた模型と全く異なること、模型によって、ま

た洗擢パサミの付け方によって歩く速さが異なること

(図 11)、小万での作業があったことが多くあげら

れていた。また、 f前の 2っと違ったからおもしろ

かったj という感想から、同じ動作原理で動く模型を

続けたことで、坂道を歩く模型(木材)を新奇的なも

のとして、一番おもしろいと子どもたちが感じた要因

の lつである。足裏の削り方や洗濯パサミの付け方に

よって、同じように模型を製作してもそれぞれ異なる

動きをする。その中から坂道を速く歩く競争を始めた

り付け方を変えて歩行の変化を調べたりする活動につ

ながっていく。このように、坂道を歩く模型(木材)

の製作では子どもたちが創意工夫し、試行錯誤しなが

ら発展性のある活動が見られたことから、探究する活

動が活発となる教材として有効性の高いものであると

いえる。また、小刀を使用できたこと、削る作業は難

しかったがその分、達成感を味わえたことを理由とし

ている子どももいた。 2名の子どもの記述の中に「達

成感j という言葉が書かれており、小刀の使用を通し

て難しさを乗り越えていくことで、自己有能感を高め

る可能性があることが明らかとなった。

3-2 保護者アンケート

今回のものづくり授業を通して、家庭でどんな話を

したか、子どもの様子はどのようなものだったかなど

について、全6回の授業終了時に保護者アンケートを

実施した。このアンケートは子どもたちに配布し、家

庭で保護者に回答してもらったものを学校で回収する

形式をとった。アンケート実施対象者は 47名で、回

収数は44名であった。

保護者アンケ}トの質問 f今回の授業を通して、ご

家庭でどんな話をしましたか?また、そのときのお子

さんの様子はどのようなものでしたか?Jの回答結果

について内容分析を行った。内容分析では、自由記述

の文章中に頻出している語勾や、類似語を 1つのカテ

ゴリーでまとめ「テキストコ}ドJ (繰り返し現れる

内容を言い表す名称や文句をテキストコ}ドという)

に設定する。そのテキストコードを含む回答や文章を

抜き出し、その言葉がどのように使われているのか分

析を行い、アンケート内容について全体的な評価を行

いながら結果を一般化していくことを目的とする。

保護者と会話をすることや保護者が関わることが、

学習の再構築や自己肯定感の育成につながると考えら

れるため、この記述内容について分析を行い、家庭で

の子どもたちのあらわれについて考察を行う。

質問に対する回答の自由記述内容に対する内容分析

の結果を表3に示す。

記述内容に工具・道具の使用に関するものがみられ

た。 r怖かったJ r危ないと思ったJ r緊張したj

f正しい使い方をするべきj などの記述があり、苦戦

している様子がみられ上手に扱えている子どもが少な

い、という授業者の評価と一致する結果となった。

f初めて使う工具に苦戦したJ r難しかったようだj

という記述がみられたが、同時に、難しいなかでも工

具を使用して製作を進めたことに、楽しさや充足感が

みられたと保護者は評価した。このことから、工具を

使用し苦戦しながら製作を進めるものづくり授業には

価値があると考えられる。

保護者アンケートの質問 f工具を使用した授業を行

うべきかj という項目について、回答を得た 45名全

員が f行うべきだj と回答した。 r怪我に注意をした

上で工具の使用経験は、集中して作業を行ったり自分

色んたれま‘さみのイ宜置を衰えるでどす元議ぐ '.:-~tモソ
あ?ぐtんたソL1 t<IJ1ii産主 l‘うi‘5t，めしマ石持究するの
が"命壱 L'5 δちたグ、~7 、 4

隠 11 トコトコくんが一番好きな理由の記述倒

恥事毒ち吋..1:.8毒すれ f"f北村伶υ怖をおμ'~'1f.，1;... 
sF，，:t.，勧き主義主μ 〈 何フ γ主主品ばいみたe

事車の中・緋liP1-:..';1'(1....< 寺誕;~4垂弘司拘を作場 r 丞《‘~・-もあ?
"e 、.~ tIn""“ S. 句r-

割引ニt.，1' ~ぎる歩，..，借 11::・ふた九、芝持、，3."，1 ニ.

図13 ものづくり授業全体に対する感想の一例
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や周りの人に怪我をさせないよう気を配ったりする経

験につながるため、行うべきだJという意見があった。

子どもたちにとっては難しく、怪我の危険性があるた

め扱いづらい工具でも、その使用経験が子どもたちに

説明を開いたときj の部分で最高値を示していた。自

ら製作した模型で遊んだ、り、追究し続けてきた動作原

理について説明を聞いて納得したりすることに楽しさ

与える影響は大きいといえる。 表 3r今回の授業を通してご家庭でどんな話をしまし

また、授業でつくったものをさらに発展させた模型 たか?またそのときのお子さんの様子はどのようなも

を作ってみたいと保護者に話している子どもがいた のでしたか?Jの記述内容に対する内容分析 (n=45)

(図 12)。授業内に留まらず、発展的な発想をもっ

子どももおり、教材のもつおもしろさが、こういった

あらわれにつながっていると考えられる。さらに、保

護者のものづくり授業に対する意見や感想の一例を図

13に示す。この記述からも、ものづくり授業が保護

者に肯定的に評価されていることがわかる。

3-3 個別評価

個々の特異なあらわれに着目した個別評価による評

価・分析を行った。この評価・分析では、各回の子ど

もの感想および意識変化分析法のグラフ、最終アン

ケートにおける感想、保護者アンケート、担任教諭ア

ンケートの内容を関連付けながら、ものづくり授業に

よる特定の子どもの変容について個別評価を行った。

児童 Aについての個別評価を表 4として示した。各

国の感想をみると、毎回「楽ししリとしづ言葉が記述

されていた。また保護者も「楽しそうに話をしてくれ

てj と評価していたことがわかる。全体を評価し一般

化した内容分析の結果と同じように、児童Aもものづ

くり授業に対して「楽しいj と肯定的に評価していた

ことがわかったo また、意識変化分析法の「楽しい度j

の結果では、授業後半の「動かしたときjや「最後の

テコキースドト

お型錨も事軽Lししんそそるでそうラ号

動作原理

ヱ典使‘道用具の

遠慮感

保Z他E贋者者わ向以甲外のの

揖物幕1::畿対奇Fのす製る様作

園eわE腫りが賓なとい

特異話回笹

例文

①製作物を見せたり‘授業の穏をしたりしている様子
た自。分で何かを作って敏露している姿I玄、毎回とても嬉しそうでし

②工具を使用したことを隠している様子

はLてじいめたてののでのよこかぎっりたにで少すし普。戦したみたいだけど、楽しそうに箆

③動作原理の観明をしている様子
学校から帰ってきてすぐに、おもちゃをとりだし私にやらせてくれ

まれしまたし。たr，なとんてでも上婚にし上そうがでるしかた知。っている?庫銀だよ』と教えて〈

④年遊中んので易いがるい様る子ので説明してあげたりしていました。2人でとても

楽しそうに動かしていました。

作説rJ医品明療をしのて見カ〈せれて1ま』『、しな「たぜ坂。道、このうエなネるルと思ギうー?だ』よと質!J問とを目出をしまてんきままるし〈たして。

家庭でものニぎり・小刀など使用した事がなかったので灘しかっ

たでとし話た。していました。でも‘の二ぎりで切る作業は楽しかったよう

ヱあっ具たをよ使ううでのすは。大変そうだったけど、できあがった跨の達成穫が

年し中そのう弟にが動いかるしのてでい脱ま明したして。あげたりしていました。2人でとても
楽

でとて改も良裂しし‘そ使ういに易、い司置見でた遊目んもできいれたい。学にし校てで完作成っさたせ物たを。、さらに家

-私には、揺りまがせなんか、っ何たもの聞でいすてがL、締には障をしたそうです。
-申し訳あ 、 、ません.

-3つの作品lま大切にちゃんと玄関に飾ってあります.
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と熱)〈語って〈れました。(ひもを通すストローをハの字につけるこ

表4 児童Aに対する個別評価

ひもを登る模型(紙) ひもを登る模型(木材) 坂道を歩く模型(木材)

まさつの力は意味がわからな 最初はダンボールだったけど次 最初「ワクワクJしていて、一番は
かったけど、きいていたらまさつ は木で作り私は木の方が一番 今日ゃったトコトコくんです。とっ
の意味がわかり楽しくできました。

各国
の

児童
感想

会|

30 
人

11 
人

11 

人

6 

人

人tl
5 

人

2 
人

全体 一回目のひもをのぼるくんを作り家でも段ボール・ストロー・ひもがあったので作ってみました。うまく作れ
の たし上へのぼりました。ひよこざるくん、トコトコくんも木があったり切るものなどがあれば私だったら授業
感想 でやったのを生かして作りたいです。でも学生さんたちと図工をやるのが最後で残念です。また家で「も

のづくり』を大切にして物を作っていきたいです。

保麓者 楽しそうに話をしてくれて、家でも紙のやつを作ってました。

【普段の様子】
普段はおとなしく、算数や国語、特に社会について苦手意識があり、授業での発表や友達との積極的な

担任 関わりが見られない。

教諭 【ものづくり授業の様子】
友達にアドバイスしたり、わからないことや困ったことを積極的に教師に聞いたりしていた。家庭に帰って
からのぼるくんをつくった。
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を感じていたと考えられる。

担任教諭の評価では、普段はおとなしく、友達との

積極的な関わりがみられない子どもだ、ったが、ものづ

くり授業においては本人が「楽ししリと感じており、

友達や先生と積極的に関わろうとする姿勢がみられた

と評価した。つまり、仲間と交流しながら製作や動作

原理の追究を進めていくものづくり授業において、児

童Aには他者との関わり方に変化があったといえる。

仲間と一緒に製作を進めていくものづくり授業が、子

どもの他者との関わり方に変化をもたらす可能性があ

ることがわかった。さらに最終アンケートの感想にあ

るように、児童 Aは家でひもをのぼる模型(紙)を自

ら製作した。そして製作したことを、担任教諭に自ら

話してきたことがわかった。授業で製作したものをも

う一度家庭で製作をするということは、学習の積極性

のあらわれだといえる。また担任教諭に自ら話してき

たことに大きな意味がある。自分の活動などについて

他者に話す、外に出すなど、他者との関わりのなかで

自己肯定感が育まれる。授業内での他者との関わり方

の変化に加え、学習の積極性に伴う自己肯定感の育成

は、動作原理を探究するものづくり授業がもっおもし

ろさ、教材の魅力によって引き出すことができたと考

えられる。子ども間士、また、子どもと教師、親が協

働して行う探究活動となり、心を動かされる体験が次

の活動を生み出す原動力になった一例といえる。

4. 結言

本研究では、小学校理科と図画工作の工作を融合し

た授業として科学的な動作原理をもっ動く模型を題材

としたものづくり授業を行い、子どもたちの変容につ

いて定量的評価、定性的評価、タベストリー分析法を

用いて考察を行い、以下の結論を得た。

-教材のもつ特徴やおもしろさを生かした授業を行う

ことで、子どもの取り組みに違いがあらわれた。

・学習内容につながりをもたせたものづくり授業を行

うことで、子どもたちの動作原理の追究や理解が深ま

ることがわかった。

・全体のあらわれを一般化していく内容分析による評

価と、個々に着目した個別評価による評価など多面的

に繰り返し評価・分析を行うタベストリー分析法によ

り、子どものあらわれについて明らかにした。

・ものづくり授業を通して、普段の生活や授業では人

と積極的なかかわり合いを持たなかった子どもに、他

者との関わり方の変化や学習の積極性がみられた。

・子ども同士、また、子どもと教師、親が協働して行

う探究活動となり、心を動かされる体験が次の活動を

生み出す原動力になった一例を示した。
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